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進国における平均寿命はアメリカ合衆国男性 76.2 歳、女性 81.1 歳、イギリス男性 78.2 歳、




















国 男性 女性 作成期間
日　　本 79.44 85.9 2011
アイスランド 79.9 83.6 2011
スウェーデン 79.81 83.7 2011
スイス 80.2 84.6 2010
イギリス 78.2 82.27 2010
フランス 78.2 84.8 2011
ドイツ 77.51 82.59 2010








昭和61 18.2 60.8 14.4 41.4 5.1 15.3 5.7
平成元年 20.0 60.3 16.0 39.3 5.0 14.2 5.5
4 21.8 59.0 17.2 37 4.8 13.1 6.1
7 22.6 58.9 18.4 35.3 5.2 12.5 6.1
10 23.9 58.6 19.7 33.6 5.3 11.5 6.0
13 24.1 58.9 20.6 32.6 5.7 10.6 6.4
16 23.4 60.6 21.9 32.7 6.0 9.7 6.3
19 25.0 59.7 22.1 31.3 6.3 8.4 6.9
22 25.5 59.8 22.6 30.7 6.5 7.9 6.8
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するようになったため３世代、４世代が同居していた拡大家族が減少し、核家族、単独世







































































































日本看護科学学会が 1989 年~1992 年に「ヒューマン・ケアリング」に研究課題として取り
組み、看護の研究者、教育者、実践者への｢ケアリング｣論の普及が始まった 17)。研究課題
として取り組みを開始した初年度の 1989 年には、「日本看護科学学会第１回国際看護学術





















- 6 - 
 
１．研究方法 
日本に「ケアリング」の概念が導入された 1989 年から 2000 年までは、医学中央雑誌に
おいて「ケアリング」をキーワ―ドで検索された論文 31 件のうち文献を手に入れることの
できた 15 件を対象とした 20)。Web 上の検索が可能になっている 2000 年～2012 年は「ケ
アリング」、「看護」、「テーマ」をキーワーズにして医中誌 Web でヒットした文献 85 件の






















ついての質問紙調査が始まっている 21)。その後も 2000 年までは研究対象は日本の人々であ
るが、概念は海外の理論をベースにした研究がおこなわれ、その内容は学生と教員間にお
けるケアリングプロセスとしての相互作用に焦点をおいたもの 22)23)、ケアリング行動とし
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ての患者のプライバシーの尊重・意図的タッチ・積極的傾聴・患者のそばにいることに関
するもの 24)、終末期がん患者が考えるケア者のケアリング行動にかんするもの 25）等である。 
    表３ ケアリング論導入期の文献及び研究の動向 
年度 著者領域 文献No. 研究対象 分析内容
















面接法（8名） 質 患者－看護者間 ケアリング行動
1999 教育 38 文献研究（49件） 文献 文献
研究手法
ケアリング概念
1997 教育 16 質問紙 量 患者－看護者 ケアリング行動
1994 教育 39 特集(総論） 総論 患者－看護者 ケアリング概念











1993 教育 14 総説 文献 患者－看護師 文献の推移





1993 教育 43 論評 文献 患者－看護者 べナー看護論
1993 教育 12 解説 ー ー ー
1992 教育 44 基調講演 ー ー ー

























































































































































































































3) ケアリング概念の活用：活用期（2001 年～2012 年）における研究の動向 
2001 年～2012 年に看護領域において「ケアリング」をテーマにした原著論文は 66 件で
あった。それらは量的研究が 37.9%（25 件）、文献研究 6.0％（４件）、質的研究が 56.1%
（37 件）である。量的研究では質問紙やアセスメント尺度が用いられ、質的研究ではイン
タビュー、振り返り、語りの分析、記録の分析、参与観察が実施されている（表４）。 
表４ 原著論文の推移(2001 年～2012 年 9 月) 
 
第 1 章において既述したように、1989 年から 1994 年までの最初の５年間には総説が９
件である。研究の原著論文は、1997 年以降に散見されるようになるが 2000 年までは７件
であった。その内訳は量的研究が２件、文献研究１件、質的研究４件であったが、この導
入期の 10 年に比較すると、2001 年から 2012 年の 10 年間には原著論文が 66 件となり、「ケ
アリング」の研究に取り組む研究者の人数が飛躍的に増えている。 
原著論文における筆頭研究者の勤務領域は教育分野が 76％（50 件）、臨床の看護師は
24%(16 件)にとどまっている。年次推移は、教育分野が 2004 年 7 件をピークに 2005 年～
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2012 年までに３～５名が原著論文を発表している。臨床における「ケアリング」の研究発
表のピークは、2009 年の 4 件であり、2003 年には 3 件みられるものの、年間の発表はそ
の殆どが 1 件の発表である（図１）。 
 
 
図１ 原著論文における筆頭研究者の勤務領域（2001～2012 年） 
 
研究において分析の対象になっているのは、学生 30%（21 件）、患者 17.1%（12 件）、看護
師 38.5%（27 件）、助産師 2.8%（2 件）、文献 4.2%（3 件）、その他は各 1.4％（1 件）で患
者家族、看護教員、臨床の看護指導者、養護教員、高齢者、家庭薬販売業者、一般となっ
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表５ 研究対象（複数対象有）      表６ 研究における分析内容 





























看 護 教 育 に お け る 「 ケ ア リ ン グ 」 の 動 向1 1 . 5
学生への接遇教育 1 1.5
「ケアリング」のもつ影響 1 1.5
Total 66 100  
研究の分析内容は、「ケアリング」という言葉の意味 3.0％（2 件）、ケアリング行動 42.4%
（28 件）、ケアリング要因 18.2%（12 件）、ケアリング体験及びプロセス 15.2%（10 件）、





4) 2001 年～2012 年の研究におけるケアリングへの意識の変化 


















いての模索が始まっている。これら概念を 2001 年～2009 年と 2010 年~2012 年に区分し、
概念の内容を一つの文章になる意味ある文節ごとに区切り、同じ内容でカテゴライズした。














































状況 存在 時間を共有する 被ケア者と目標を共有する
空間を共有する 被ケア者とともに存在する
被ケア者の希望を支える 被ケア者のその人らしさを支える







































































レンナー(Urie Bronfenbrenner, 1917-2005)である 52)53)54)55)。環境との相互作用が生じてい
















                         図 2  人間の発達における環境システム 
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  The ecological environment is conceived as a set of nested structures, each inside the other like a set 
of Russian dolls. Moving from the innermost level to the outside, these structures are defined as 



















































































































































































































































































































































































































































































































































ケア者Ａ ケア者Ｂ ケア者Ｃ ケア者Ｄ ケア者Ｅ
ケアにかかわった期間 約　５年 約　２年 約　１か月 ２日 ２日
ケア職歴 ７年 ３年 ４年 新卒 新卒
性別 女性 女性 女性 女性 女性  














































































































SpO2 モニターを装着している姿への緊張と戸惑いが ⇒ 徐々に軽減し ⇒ 推察してケ
アしたことへの喜笑ちゃんの反応から推察が正しかったことを知り ⇒ 喜笑ちゃんの訴
えに適切に対応できた手応えと喜びを得て ⇒ 喜びや手応えの積み重ねによる自信・安

































































































































































































































































 Ａ 氏 ：体がいうこときかんて書いてあるわ。わしのことやな。最初上がってきたと 
      きはしんどかったもんな。 
 Ｂ 氏 ：少しは軽くなったんか。 
 Ａ 氏 ：そうやな。こっち来て話すようになったしな。 
 Ａ氏の妻：前はね。仕事から疲れて帰ると、くどくど、くどくど言うの。嫌になって、 
こっちは何も言わんと、ずーとした（下）向いてね。 
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 Ｂ 氏 ：ほら、さっき来た、おそろいのシャツ着た、いつも一緒やて。トイレ以外、 
どこも一緒やて。仲いいな。 
 茶店の女将：あんたが来ると賑やかやな。 
 Ｂ 氏 ：そりゃーそうや。家の中で、閉じた所で厭味言うたら家の中に充満するやろ。 
































































    発言されている語りは、伝達です。その存在傾向は、聞く人に対して、語りがそ
れについて語っているものへの開示的存在に、参加させることを目ざしています。 
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らの借用語である。従って日本語の「高齢者ケア」を英訳するときに“Care of the Elderly ”








“feel concern or interest”こと 、「愛情を抱き、好意をよせる」“feel affection or liking”こと、「世






案じる」“displaying kindness and concern”こと、集合名詞である「自分自身の面倒を見ること
のできない人々、特に病人や高齢者を世話する仕事や業務」“the work or practice of looking 






















氏による『ケアリング：倫理と道徳の教育―女性の観点から―』“Caring: A Feminine 
Approach to Ethics and Moral Education”(1984)12)13)、ヘルガ・クーゼ(Helga Kuhse)氏














































































































































































































限意味のわかる 1 文、あるいは語彙にしてコードとする、3) コードにしたものを類似性と
相違性に着目して検討し、内容が類似するものを集めてサブカテゴリーを明らかにする、



























































した者（３名）、450 回（1 名）、50 回（1 名）、30
回（2 名）、15 回（1 名）、3 回（1 名）である。年
齢は最年少の回答者で 28 歳（看取り回数 3 回）、最
高齢の回答者は 52 歳（数えきれない回数）、平均年齢 36.67 歳 (STD7.38) である（表９）。 
 






















《 被ケア者とその家族の両者への共感 》、葛藤タイプは《 被ケア者の家族との思いのズレ
による葛藤 》、《 被ケア者とその家族の両者への共感による葛藤 》の５つのカテゴリーに分
類された。このうち葛藤タイプでは、ケア者と被ケア者及びその家族の間における治療や予


















（コミュニケーションの不足） ケア者 子どもの生きる権利, 　奪ってはいけない




















被ケア者への共感 被ケア者 苦痛の増強, 食事摂取できない
被ケア者の家族への共感 その家族 苦痛を見ていられない
（苦痛除去） / （食事摂取） ケア者
治療・予後についての信念のズレ 被ケア者 治療に期待もてない、完治しない
被ケア者の家族との思いのズレ 被ケア者の家族の思いとのズレ その家族 苦しめたくない




被ケア者への共感 被ケア者 治療が苦痛,  治らない病気、治療を止めたい
被ケア者の家族への共感 薬剤の効果・副作用への信念の揺らぎ その家族















































































表 10 ケア者が認識した思いのカテゴリー：治療拒否への思いに焦点をあてて  
n=9 名(2.42%)/372 名 
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第三部 ケア者の葛藤への対処：セルフケアリング 
わが国の乳児死亡率（人口千人対）は、大正末期までは 150 以上であったが、昭和 15 年




生物、不慮の事故が主な死因である。平均寿命は、昭和 22 年に男性 50.06・女性 53.96、
昭和 32 年で男性 63.24・女性 67.60、昭和 52 年が男性 72.69・女性 77.95、平成 22 年には
















能性幹細胞の培養が可能になった。平成 9 年（1997 年）に制定された臓器移植法は、15 歳
以上の成人をドナーの対象にしていた。しかし、小児の心臓移植など他国へ渡り移植医療
を受ける事例が世界的に増え、移植を必要とする患者の人数に比べ、ドナーとなる人の数
は増えず、人間の臓器を不正売買するなどの問題が浮上してきた。2010 年 5 月には、WHO
は他国へ渡っての臓器移植医療の禁止令を発布した 2）。日本においては WHO の対処に追
随すべく、平成 22 年（2010 年）には 15 歳以下の小児もドナーになることが承認された。
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性幹細胞（IPS）は、平成 24 年には特許を取るまでになり、京都大学 ips 細胞研究所長山
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第 1 節 脳死の概念 
1997 年 7 月 16 日に制定された「臓器の移植に関する法律」いわゆる臓器移植法は、新
しい「死」の概念を取り入れるために制定された法律の典型例である。なぜなら、その第 6
条 1 号には「この法律に基づき、移植術に使用されるための臓器を。死体（脳死した者の
























間、膵臓－４～６時間、肝臓－20 時間、角膜 36 時間、腎臓－72 時間（保存器による）、骨
－最大限２年であるといわれている 9)。 「どのような刺激を与えても脳波が平たんで、人



















































































































平成 22 年（2010 年）の日本における死亡総数における全年齢における死因順位は、第
１位は悪性新生物、第２位・心疾患、第３位・脳血管疾患、第４位・肺炎、第５位・老衰、
第６位が不慮の事故、第７位が自殺である。ところが、生産年齢人口である 15 歳～39 歳の























































































































































































































」は在胎 28 週で先天性横隔膜ヘルニアの診断を受け、在胎 40 週で帝王切開下に
出生した。出生時に共通房室弁孔・両大血管右室起始・左心低形成などの先天性心疾患を
合併していることが判明した。ケア者 A は、生後 1 日目で人工呼吸器を装着した状態の「倫
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  わが身体、わが身でありながらわれ一人の身にあらず 
  わが身体の内に在り、われを生かしている各細胞や微生物に感謝す 
  わが身滅びれば、わが身に宿る微生物もまたわれと共に滅ぶ 
  共に滅ぶは定めにて、いと愛しきかな・・・ 
  われもまた地球に守られて生かされし身なれど 






























Struggle to End My Father’s Life」に描かれている「死の不安」、「疎外」、そして「人工呼
吸器装着で引き起こされた臨終における苦闘」等について論究する。 
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３．隔離政策がもたらしたもの：自由の制限 


























































































































る。それがもしかしたら 21 世紀なのかもしれない。1985 年の UNESCO の第 4 回国際会
議において次の「学ぶ権利」(The right to learn)が承認され、教育資源を求め、自分史を記
述できるだけの各個人の能力を育成し、発展させることが目標に定められたことを納得す




 The right to learn is  
  the right to read and write 
  the right to imagine and create 
  The right to learn is  
  the right to read one’s own world and to write history 
  the right to have access to educational resources 









たからである（社会教育特殊研究 IZ 谷川守正教授講義より）。 
 
  The right to learn is  
  the right to read writings 
  the right to question and analyze 
  the right to imagine and create 
  The right to learn is  
  the right to read about one’s own world and to write history 
  the right to have access to educational resources 














ーカーの Zelda Foster 氏の“The Struggle to End My Father ’s Life”にみられる延命処置
を受けた家族としての Foster 氏の苦闘について論及する。 
 

















































































































































































































































































































房が描いた書物を読み、その世界を想像して新たな世界を作り出す”the right to imagine 
and create” 文字通りの論文における生涯学習としての人間関係構築の過程に関する創造































































































































































な論文“Social Work Management of Fatal Illness”を 1965 年に発刊しているゼルダ・フ
ォスター氏でも、93 歳の氏自身の父親に死をむかえさせるにあたって苦闘している。ニュ
ーヨーク州保健局における「心肺蘇生禁止法」が制定されていて、患者自身の意志が法的









































 症例１ 13 歳の少年 































 症例２ 27 歳の男性 





























   どちらが立派な生き方か、このまま心の内に 
   暴虐な運命の矢弾をじっと堪え忍ぶことか、 
   それとも寄せくる怒濤の苦難に敢然と立ち向かい、 
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第 4 章 関係性のア・プリオリ 




























の関係とは一体どのような関係であろうか。マルティン・ブーバー (Martin Buber, 
1878-1965)は、子どもが対象を知覚して関係を結んでゆく過程を次のように述べている。 
 















始めた K 君である。兄の認識である「面白いよ、この遊びは」は、K 君にとって最初は兄
の努力によって汝として向き合う相手であり、兄と遊びが全体としての一つであり、兄と















































































































































































































- 156 - 
 






























































- 158 - 
 
引用文献 
1) ブリタニカ・ジャパン『ブリタニカ国際百科事典』, 電子辞書, 2004 
2) マルティン・ブーバー著, 植田重雄訳『我と汝・対話』, 岩波文庫, 2013(第１刷 1979), 
pp.38 
3) 前掲書 2)  pp. 39-40 
4) 前掲書 2)  p. 52 
5) アブラハム・マスロー著, 上田吉一訳『完全なる人間、魂のめざすもの』, 誠信書房, 
2012（1998  第１刷）, p.204 
6) 前掲書 5)  p.258 
7) 田中潤一郎著,「意志から絶対自由意志へ」, 田中圭治郎編著,『教育学の基礎』, 佛教大 
学, 2006, p.92 





















































































































































































































































































































- 168 - 
 
引用文献 
1) マルティン・ブーバー, 植田重雄訳, 『我と汝・対話』,岩波文庫, 1979,p.35 
2) Urie Bronfenbrenner, “Ecological models of human development”, International Encyclopedia 
of Education, Vol.3. 2nd.Ed. Elsevier. Reprinted in:Gauvain, M. & Cole,M.(Eds.), Readings on 













































































































































                                    2015, 11,23 日 
                                           永島すえみ 
